
第 38回九都県市合同防災訓練 各都県市会場の訓練概要 

都市名 さいたま市    

訓練目的 

大規模災害発生時における迅速かつ円滑な災害応急対策の実施を目的

として、市民、防災関係機関、事業所を主体とする総合的な訓練を実施

する。併せて、「減災」をテーマとして、防災意識及び地域防災力の向上

を目的とした、「自助」「共助」の充実強化を図る実践的な訓練を実施す

る。 

また、九都県市及び防災関係機関相互の連携・協力体制の確認・ 

検証を行い、災害対応力の向上など「公助」の充実強化を図ることを目

的とする。 

日  時 
平成２９年９月２日（土） ９時３０分から１２時３０分まで 

（体験訓練・展示コーナーは９時３０分から１３時００分まで） 

会  場 荒川総合運動公園（さいたま市桜区大字在家５９１番地）ほか 

規  模 参加関係機関 ７５機関（予定） 参加人員 約５，０００人 

想定地震 

本市を震源とする大きな地震が発生した。地震の規模はマグニチュー

ド７．３、震度６強を記録し、市内全域に被害が発生している。特に、

中央区、桜区、浦和区、南区などの市南西部において、建物の倒壊、道

路などの交通網が寸断し、多数の負傷者が発生している。また、電気・

ガス・水道・通信網等のライフラインにも甚大な被害が発生している。 

訓練項目 

１．主会場 

（１）シェイクアウト訓練 

（２）共助による初動対応訓練 

（３）初期消火訓練 

（４）上空偵察・情報伝達訓練 

（５）水防訓練 

（６）地上偵察・情報伝達訓練 

（７）道路交通対策訓練（道路啓開訓練） 

（８）ヘリコプター着陸帯の開設訓練 

（９）共助・公助による倒壊家屋からの救出救護訓練 

（１０）災害救助犬活動訓練 

（１１）医療救護訓練 応急救護所設置訓練 

（１２）公助による倒壊家屋からの救出救護訓練 

（１３）ヘリコプターによる負傷者搬送訓練 

（１４）救援物資緊急輸送訓練（救援物資受入訓練） 

（１５）電力施設復旧訓練 

（１６）通信施設復旧訓練 

（１７）通信施設復旧訓練 

（１８）水道施設復旧訓練 

（１９）ガス施設復旧訓練 

（２０）ＬＰガス施設復旧訓練 

（２１）大規模火災消火訓練 

（２２）炊出し訓練 



（２３）住民主体訓練 

（２４）情報伝達・収集訓練 

（２５）ヘリコプター展示 

（２６）防災啓発ショー 

２．他会場 

（１）さいたま市危機管理センター災害対策室 

本部員参集訓練・災害対策本部設置訓練・本部員会議運営訓練 

（２）さいたま市立大久保中学校 

避難訓練 

（３）さいたま市桜区役所 

災害ボランティアセンター運営訓練 

（４）広域拠点備蓄倉庫・災害時支援物資輸送拠点 

救援物資緊急輸送訓練 

（６）埼玉県大久保浄水場 

応急給水訓練 

（７）市内各学校・市内事業所 

   緊急地震速報を取り入れた対応行動訓練（シェイクアウト訓練） 

訓練の特徴 

１ 地域住民の繋がりを構築することを目的として、多世代（地域住民、地元

中学生、障害者等）の方が１つのグループとなり住民参加型訓練を体験し、

防災意識の向上を図る。 

２ 救援物資輸送に関する実効性の検証として、新たに整備した広域拠点備蓄

倉庫及び協定先である災害時支援物資輸送拠点を活用し物資受入、配送訓練

を実施する。 

３ 避難生活の負担を軽減するため、早期にライフラインを復旧することを目 

的とした各関係機関が連携した応急復旧訓練を実施する。 

問い合わせ先 総務局 危機管理部 防災課 電話 ０４８－８２９－１１２７ 

 


